
76.陸前高田市立博物館収蔵標本の修復・復元作業協力
（学外対応分）

実施時期又は期間
平成２３年６月～平成２４年６月

対応部局及び人員
白神自然環境研究所教員 １名

実施の背景・目的
東日本大震災により陸前高田市立博物館が壊滅的な被害を受けたことに伴い，収蔵標

本の修復・復元について，岩手県教育委員会及び陸前高田市からの要請を受けた岩手県

立博物館より，白神自然環境研究所に協力依頼があった。

実施概要
陸前高田市立博物館収蔵標本チョウ目とトンボ目の標本４０９点が平成２３年６月に白

神自然環境研究所に届いたが，状態は極めて悪く，塩水と泥に漬かっていたことがわかった。

生物学的な標本としての価値は大きく損なわれた状態であったが，泥落とし，塩抜き，整形，

殺菌などを慎重に行い，１年にわたり標本を修復・復元した。

効果又は結果
２０世紀初頭からの三陸沿岸の生物相を記録する証拠として，学術的価値の高い標本を

残すことができた。

担当部局名
白神自然環境研究所

岩手県立博物館より送られてきた 標本修復中（整形）

修復前の標本（一部）
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